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サポとん通信新聞部募集中

市民活動わくわく広場  in とんだばやし

サポとん

　2018年10月から2019年1月にかけて開催された、富田林市主催の市民ワークショ
ップ事業「未来の富田林をあなたと描く市民会議」（“Mira-ton 2018→19”）。参加した
市民・学生・市職員が、「富田林のええとこ・ええもんのPR」をテーマとして、自らアイデ
アを企画し実践することを目標に、グループワークに取り組みました。
　その中で、この「動画グループ」は、人口減少や高齢化が進む中、「もっと若い人に
富田林の魅力を届けたい！」との想いから、20～30代をターゲットにした恋物語（風）
動画を制作しました。若い男女が石川で出会い、寺内町の魅力に触れながら仲を深
める、「にっこり。ほっこり。」ムービーです。
　制作過程では、幅広い世代のメンバー（20代の学生から70代の市民まで！）が、脚
本作成、出演、撮影、動画編集等の作業の全てを、それぞれの特技とチームワークを
活かして取り組みました（もちろん支援センターのサポートも）。その結果、富田林の
「歴史・まちなみ・自然・あたたかい心」が凝縮されたPR動画が完成し、“Mira-ton”最
終日やひろとんの場でお披露目されました。（まだ一般には公開されていません。）

もっと若い人に富田林の魅力を届けたい！

公的連携施設、ネットワークステーションをご活用ください。詳しくは支援センターまで！

連絡先 ：

“Mira-ton” 動画グループ

plan@city.tondabayashi.lg.jp （富田林市政策推進課）

第14回「市民活動わくわく広場inとんだばやし」は、たくさんの方々のご協力により、無事終了しました。「市民公益活
動の意味がわからない」「活動の仕方がわからない」という方へのアピールになったのではないでしょうか？
出展ブース57団体、ステージ発表14団体、ワークショップ開催5団体が参加。日頃の活動の様子を紹介しました。会場
にはたくさんの方が来場し、各ブースを巡ったり、体験コーナーを楽しんだり、賑やかな1日となりました。

平成31年2月17日(日)  11：00～17：00

ありがとう
ございました！
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市民公益活動支援センターからのお知らせ

お知らせ
ＰＬ病院、富田林病院、富田林モータースクールの3ヶ所に、
富田林市市民公益活動支援センタ―のチラシラックがあります。
登録団体のチラシ等を設置いたしますので、支援センターまでお気軽にお持ちくだ
さいネ。毎月１０日までにお願いします。

団体案内や講座やセミナーのチラシなどの設置がOKです。
「仲間募集！」のチラシもOK！ですよ(^_-)-☆

掲載ご希望申込要項
☆次号は6月です。
6月7月のイベント掲載ご希望は
 info@tondabayashi.org  支援センターまで！　
〆切は5月20日です。

元気なまちづくりモデル事業審査委員会

喜志西小学校校区まちづくり協議会

富田林市市民公益活動支援センター講座

●石川こいのぼり～夢の会
3 月 26 日（火）第 4回富田林市元気なまちづくりモデル事業審査
委員会が開催されました。
現在「楽農クラブ共同農園事業協議会」「喜志西小学校校区まちづくり協
議会」「彼方上 7町会まちづくり協議会」「すこやかネット明治池」の 4
つの事業が地域の課題解決や活性化に向けて自主的に事業実施されてい
ます。審査委員会では、事業報告が詳細に説明され、今後の課題の見直し、
また情報共有等意見交換が活発に行われました。「新たな担い手」「新た
なつながり」がどれだけ増えるか？がこれからの課題です。　　

3月 27 日（水）喜志西小学校校区まちづくり協議会主催の「歌の広場
と落語（桂吉弥）のコラボ」が開催されました。
前半の「歌の広場」では、明治時代の鉄道唱歌 ”南河汽車の旅 ”の他 4曲
を楽しく歌い、後半は、落語で大いに笑いました。「毎年楽しみにしてい
ます」「近くで落語が聞けて嬉しい」など喜ばれている高齢者も多く、地
域に定着したイベントとなってきています。　

3月 5日 ( 火 ) 富田林市市民公益活動支援センター講座「市民活動の
ための SNS 講座」を開催しました。「整理できました」「使い分けが
よくわかった」「市民活動において情報発信は大事」「より多くの方に活
動を知ってもらうため SNS を活用していこうと思います」などといっ
た感想がありました。ぜひ、今後の活動にお役立て下さい。

3月 28 日 ( 木 ) 富田林市市民公益活動支援センター
にて「日本郵便株式会社助成金説明会」を開催
しました。「具体的な申請のコツなど大変参考になり
ました」「申請のコツがよくわかった」「がんばろう
と思いました」などといった感想がありました。
”ここだけの話 ”もあり、参加された方は、次の申請
にやる気満々でした。

住民活動災害保障保険

市民協働課にて、2019年度住民活動災害保障保険の加入申請の受け付けを開始します。 
住民活動災害保障保険は、住民団体が日帰りで行う無報酬のボランティア活動や、地域での社会奉仕活動（清掃活動、防火・
防災活動、防犯活動、社会福祉活動等）中の事故や災害に対し、責任者の賠償責任や、参加者のケガによる入院・通院など費
用を市で補填(ほてん)し、住民活動の促進を目的としています。保険には市が一括加入し、保険料も市が負担します。
※加入申請は毎年必要となりますので、忘れないように申請してください。
※詳しくは “市ホームページ（各課のページの市民協働課）”または、“広報 4月号 ” をご覧ください。
■申込締切：4月12日（金）
■保険の期間（2019年度分）2019年6月1日～2020年6月1日

毎年４月第２日曜日から５月第２日曜日の一ヶ月間、富田林市を流れる一級河川「石川」
の河川敷において、数百匹の鯉のぼりが見事に舞います。昭和 59 年４月から地域住民に
よって始まり、鯉のぼりの勇壮な姿はマスコミ等でたくさん取り上げられ、今では府下で
も多くの方々に知られるイベントとなっています。今では全国から鯉のぼりをご寄贈があ
るそうです。感謝をこめて昔ながらのスタイルで鯉のぼりをあげているそうです。現在「鯉
のぼり」の寄付受付中！
■問合せ：こいのぼり夢の会（電話：090-3284-1120 占部）

●軽トラマルシェ～金剛地区まちづくり会議

金剛地区の活性に向けて、住民等が主体となり、取り組みを進める「金
剛地区まちづくり会議」が、地元の農業生産者（富田林市の農業を
創造する会）等と連携し、軽トラマルシェを開催しています。富田
林産の野菜の販売をはじめ、コーヒーや雑貨等の販売もあります。
みなさん、お誘いあわせのうえ、ぜひお越しください！！
毎月第４土曜日開催
■問合せ：金剛地区まちづくり会議事務局
（メール：kongonokongo@gmail.com）

　～次回の「軽トラマルシェ」～
日時：4月27日（土）14時～18時

※野菜は16時～

場所：金剛銀座商店街前広場


